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（訂正・数値データ訂正あり） 

「平成 23 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」の一部訂正について 
 
平成 23 年２月７日に公表いたしました標記開示資料に一部訂正を要する箇所がありましたので、下

記のとおり訂正致します。また、数値データの修正がありましたので訂正後の数値データも送信致し

ます。 

記 

 

１．訂正理由および訂正影響額の概要等 

 当社は、平成 24 年５月 14 日付「過年度決算訂正の可能性および平成 24 年３月期決算短信（非連結）

の発表延期についてのお知らせ」にて公表いたしましたとおり、平成 20 年４月に行われた取引につい

て不適切な会計処理が判明したため、調査委員会を立ち上げ、調査を進めました。   

その結果、平成 20 年４月に、当社が販売した製品を仕入先経由で買い戻した取引において、販売先

が滞納していた売掛債権の残額にて買い取ったことにより、買い戻した製品の適正評価額以上の資産

を計上していたという不適切な会計処理が発覚、それに伴い、過大な資産をレンタル資産として減価

償却したため、減価償却費の計上についても訂正の必要性が発覚いたしました。 

なお、訂正理由および訂正影響額の詳細につきましては、平成 24 年６月 27 日公表の「有価証券報

告書等の訂正報告書の提出及び過年度決算短信等の訂正に関するお知らせ」をご参照ください。 

   

２．訂正箇所 

 訂正箇所が多岐にわたるため、訂正後の全文を添付し、修正箇所に下線を付しております 

 

以上 

 

会 社 名 ア ビ ッ ク ス 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 熊 﨑 友 久 

（コード番号：７８３６） 

問合せ先 管理本部本部長 桐 原 威 憲 

（ TEL. 045-670-7720） 



 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 
  

 

   

 

 
  

 
    

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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四半期報告書提出予定日 平成23年２月10日 配当支払開始予定日 -

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第３四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 664 11.1 △55 － △56 － △41 -

22年３月期第３四半期 598 △18.0 △157 － △163 － △149 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △211 04 －

22年３月期第３四半期 △1,089 76 －

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 1,213 165 13.7 846 91

22年３月期 1,423 207 14.5 1,057 95

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 165百万円 22年３月期 207百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年３月期 － 0 00 －

23年３月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,095 15.9 7 － 6 － 5 － 25 53



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P. 「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 195,803株 22年３月期 195,803株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ ー株 22年３月期 ー株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 195,803株 22年３月期３Ｑ 136,804株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期会計期間におけるわが国の経済は、新興国市場の需要拡大や政府の景気対策による消費支

出の下支え等を背景に、全体として緩やかな回復基調にあるものの、長引くデフレや急激な円高の進行、

欧州の財政不安などにより、景気の先行きには不透明感が残る状況で推移しました。 

 このような環境の中、当社はマーケットが拡大しているプロモーションメディアであるデジタルサイネ

ージに的を絞り、安定的な収益基盤となる映像コンテンツの製作・配信やアフターセールスを含むメンテ

ナンス、デジタルサイネージの利用者向けに、店舗前の通行人を自動集計・属性分析するシステム「リア

ルなう」サービスの運営事業、ix-board（イクスボード）やレンタルといったアセット事業の展開を図っ

てまいりました。 

LED表示機の販売を行う情報機器事業につきましては、目の残像効果を利用し、少ないLEDで大きな文字

列や映像を表示できる、大型LED表示機ポールビジョン（当社特許製品）の販売実績が大幅に増加しまし

た。これは、渋谷の商業ビル屋上の大型ネオン看板をポールビジョンにリニューアルした設置実績に代表

されるように、LEDの明るさや表現の豊かさだけではなく、省エネ・エコといった環境への意識の高まり

や、小型表示機ix-boardの事業展開により時間軸・環境軸を活用した文字表示による集客・販売促進が注

目された事が販売実績に繋がり、引き続き販売拡大が見込まれております。 

運営事業につきましては、販売、設置を行ったLED表示機がメンテナンスの時期に入っていることか

ら、メンテナンスに関連する業績については、引き続き拡大しており、「リアルなう」サービスについて

は、顧客ニーズを的確に捉え、順調にスタートいたしました。 

アセット事業につきましては、ix-board、レンタル共に堅調に推移しております。当社はレンタルの強

化、拡大を視野にハイスピードLED表示システムを開発いたしました。スーパースローカメラで撮影して

も綺麗なスロー再生画面を映すことができるため、屋内競技場やスタジアムに多用される大型ビジョンで

スポーツ中継の表現力を上げる要素としてニーズは高まる傾向にあり、今後のレンタルの拡大に寄与する

ものと思われます。 

 以上により、当第３四半期会計期間の売上高は267,325千円（前年同四半期比12.2％増）、営業利益

6,653千円（前年同四半期は営業損失32,959千円）、経常利益6,631千円（前年同四半期は経常損失35,995

千円）、四半期純利益は21,425千円（前年同四半期は四半期純損失36,242千円）となり、売上が第４四半

期に偏重する傾向のある当社において、運営事業やアセット事業の安定収益事業の収益増加と大型表示機

の販売拡大により、第３四半期での期間損益の黒字化を実現しました。また、当第３四半期累計期間は売

上高664,937千円（前年同期比11.1％増）、営業損失55,611千円(前年同期は営業損失157,795千円)、経常

損失56,085千円（前年同期は経常損失163,784千円)、四半期純損失41,322千円（前年同期は四半期純損失

149,084千円）となりました。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期会計期間末における資産合計は前事業年度末に比べ210,155千円減の1,213,610千円と

なりました。 

 流動資産は、前事業年度末比132,077千円減の816,059千円となりました。その主な要因は、売上債

権の回収による受取手形、売掛金の減少と既存在庫の払出による棚卸資産の減少によるものです。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

アビックス㈱（7836）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

2



 固定資産は、前事業年度末比78,077千円減の397,551千円となりました。その主な要因は、レン

タル資産の償却による有形固定資産の減少によるものです。 

（負債） 

負債合計は、前事業年度末比168,832千円減の1,047,783千円となりました。その主な要因は、仕入

債務の支払による支払手形及び買掛金の減少、１年内返済予定の長期借入金の返済と１年内償還予定

の社債の償還を行ったことによるものです。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末比41,322千円減の165,827千円となっております。その主な要因は、

四半期純損失の計上（41,322千円）等によるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前会計年度末に比べ56,050千円増加し、

218,178千円となりました。 

 当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は以下のとおりで

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における営業活動による資金は、仕入債務及び未払消費税等の支払による減

少があったものの、棚卸資産の減少や売上債権の回収による増加があったため139,110千円の収入

（前年同四半期は36,016千円の支出）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における投資活動による資金は、有形固定資産、無形固定資産の取得による

支出があったものの、有形固定資産の売却による収入があったため2,194千円の収入（前年同四半期

は31,061千円の収入）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における財務活動による資金は、社債の償還、長期借入金の返済及びリース

債務の支払により85,254千円の支出（前年同四半期は254,535千円の支出）となりました。  

  

パチンコホール業界における投資抑制傾向は、今後も大きな変化は無いと思われますが、その他の業

界への展開、および運営事業、アセット事業の業容拡大が見込まれていることから、現時点において当

期業績は計画通り推移しており、平成22年5月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

 なお、当社の情報機器事業は、大型案件の納期が年度末に集中することから、売上高が第４四半期会

計期間に偏重する傾向があります。 

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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《簡便な会計処理》 

・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

当第３四半期会計期間末の繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、当事業年度にかかる減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 この変更により、当第３四半期累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ182千円、税引前四半

期純損失は2,216千円増加しております。 

（四半期損益計算書関係） 

前第３四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取手数料」は営業外収

益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第３四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は220千円でありま

す。 

  

当第３四半期会計期間末においても重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上する状況を解消

できていないことから、継続企業の前提に関する重要な疑義が生じております。 

 当社は、この状況を解消するために、平成22年４月16日に2010アビックス三ヵ年計画を策定いたしま

した。「大口受注が無くても安定的に黒字化を実現する新生アビックス」の達成に邁進した結果、当第

３四半期会計期間において営業損益の黒字化を達成しております。これは経費の削減、安定収益事業へ

の強化を図る一方で、自社開発の技術優位性を活かした製品の販売実績が大幅に増加したことによるも

のであります。今後も収益基盤の強化を図り、計画の達成に努めてまいります。 

 また、親会社であるジャパン・ブレークスルー2004投資事業有限責任組合を無限責任組合員として運

営管理しており、当社が事業サポートを受けている株式会社JBFパートナーズにおいても、今後の事業

方針については、十分に理解して頂いており、共に事業発展を目指すことが出来るものと考えておりま

す。  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

１．会計処理基準に関する事項の変更

２．表示方法の変更

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 218,178 162,127

受取手形及び売掛金 136,965 270,543

商品及び製品 299,473 354,775

仕掛品 442 312

原材料及び貯蔵品 149,468 143,589

その他 11,746 17,589

貸倒引当金 △216 △801

流動資産合計 816,059 948,136

固定資産

有形固定資産

車両運搬具（純額） ※１ 1,307 ※１ 1,902

工具、器具及び備品（純額） ※１ 100,864 ※１ 114,403

レンタル資産（純額） ※１ 205,635 ※１ 252,027

リース資産（純額） ※１ 20,473 ※１ 18,192

有形固定資産合計 ※１ 328,281 ※１ 386,526

無形固定資産 3,366 2,983

投資その他の資産

その他 67,100 93,587

貸倒引当金 △1,197 △7,468

投資その他の資産合計 65,902 86,119

固定資産合計 397,551 475,629

資産合計 1,213,610 1,423,765

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 64,566 115,578

1年内返済予定の長期借入金 － 30,000

1年内償還予定の社債 － 50,000

1年内償還予定の新株予約権付社債 550,000 －

未払法人税等 1,536 3,581

製品保証引当金 4,308 28,095

その他 48,490 61,674

流動負債合計 668,902 288,929

固定負債

新株予約権付社債 350,000 900,000

その他 28,881 27,686

固定負債合計 378,881 927,686

負債合計 1,047,783 1,216,616

純資産の部

株主資本

資本金 822,746 822,746

資本剰余金 418,656 418,656

利益剰余金 △1,075,575 △1,034,253

株主資本合計 165,827 207,149

純資産合計 165,827 207,149

負債純資産合計 1,213,610 1,423,765
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 598,756 664,937

売上原価 351,349 343,468

売上総利益 247,407 321,468

販売費及び一般管理費 ※１ 405,203 ※１ 377,079

営業損失（△） △157,795 △55,611

営業外収益

受取利息 98 37

受取手数料 － 84

受取賃貸料 － 153

保険差益 1,186 －

還付加算金 945 －

その他 422 60

営業外収益合計 2,653 335

営業外費用

支払利息 2,345 579

社債利息 2,777 167

株式交付費 2,047 －

その他 1,471 62

営業外費用合計 8,642 809

経常損失（△） △163,784 △56,085

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 6,856

製品保証引当金戻入額 － 10,494

債務免除益 15,413 －

その他 27 158

特別利益合計 15,440 17,509

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,034

特別損失合計 － 2,034

税引前四半期純損失（△） △148,343 △40,609

法人税、住民税及び事業税 740 712

法人税等合計 740 712

四半期純損失（△） △149,084 △41,322
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【第３四半期会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 238,182 267,325

売上原価 138,390 141,964

売上総利益 99,792 125,360

販売費及び一般管理費 ※１ 132,751 ※１ 118,706

営業利益又は営業損失（△） △32,959 6,653

営業外収益

受取手数料 220 84

受取賃貸料 － 51

その他 51 －

営業外収益合計 271 135

営業外費用

支払利息 547 151

社債利息 754 －

株式交付費 1,577 －

その他 428 5

営業外費用合計 3,308 157

経常利益又は経常損失（△） △35,995 6,631

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 6,754

製品保証引当金戻入額 － 8,277

特別利益合計 － 15,031

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △35,995 21,663

法人税、住民税及び事業税 246 237

法人税等合計 246 237

四半期純利益又は四半期純損失（△） △36,242 21,425
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

当社は電子広告看板の製造、販売、運営及びアフターサービスを主な事業とする単一セグメントで

(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △148,343 △40,609

減価償却費 91,741 90,481

ソフトウエア償却費 1,397 681

貸倒引当金の増減額（△は減少） 373 △6,856

製品保証引当金の増減額（△は減少） 430 △23,786

受取利息及び受取配当金 △98 △37

支払利息 2,345 579

社債利息 2,777 167

株式交付費 2,047 －

債務免除益 △15,413 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,034

売上債権の増減額（△は増加） △85,112 154,848

たな卸資産の増減額（△は増加） ※2 84,001 ※2 20,116

未収消費税等の増減額（△は増加） 35,090 －

仕入債務の増減額（△は減少） △23,583 △51,011

未払金の増減額（△は減少） 7,085 △6,384

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

1,076 △1,808

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,509 △14,741

その他 5,127 16,973

小計 △29,547 140,648

利息及び配当金の受取額 98 37

利息の支払額 △5,617 △625

法人税等の支払額 △950 △950

営業活動によるキャッシュ・フロー △36,016 139,110

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 30,067 －

有形固定資産の取得による支出 △1,052 △2,549

有形固定資産の売却による収入 2,711 4,884

無形固定資産の取得による支出 △1,048 △140

その他 384 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 31,061 2,194

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △164,568 △30,000

株式の発行による収入 212,908 －

社債の償還による支出 △350,000 △50,000

新株予約権付社債の発行による収入 49,900 －

リース債務の返済による支出 △2,776 △5,254

財務活動によるキャッシュ・フロー △254,535 △85,254

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △259,490 56,050

現金及び現金同等物の期首残高 373,748 162,127

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 114,258 ※1 218,178

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報
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あるため、セグメント情報は記載しておりません。 

  

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店

がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

当第３四半期累計期間において、海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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